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今日１日、大学の先生方、それから自治体の皆様、そ

してここに集まりの皆様、本当に活発な議論をどうもありが

とうございました。今日の議論を振り返り、一言、総括させ

ていただきます。 

先ほど加藤先生がパネルディスカッションの際に「知る幸

せ」「知らない幸せ」とおっしゃっていましたが、これまでの路

面下空洞の世界というのは「知らない幸せ」の世界だったと

思います。 

私は地盤工学の専門家ですが、地面の下のことというの

はなかなか社会に認知されない現象です。地震の液状化

は少し前までは専門家しか知らない現象でしたが、今では

小学生もおそらく地震の液状化という言葉を知っています。

知ることによって認識が高まり、それに対応していこうという

底上げの力も上がっていくと感じています。 

路面下空洞の話も、くしくも昨年の博多を契機として皆

様の関心がかなりそちらに向きましたが、これをマイナスの出

来事ではなく、路面下空洞の対策に関するターニングポイ

ントととらえ、これからは「知る幸せ」に変えていけたらいいの

ではないかと思っています。 

今、戦略会議とかワーキングの中でもいろいろと議論を

重ねていますが、ワーキンググループの加藤主査から「維持

管理は危機管理である」という話がありました。今回の取り

組みを一言であらわすならば、そういうことだと思っています。

今までは、維持管理と防災対策は全く別々のラインでやっ

ていたことも、先ほど多目的化という話があったように、一緒

に取り組んでいくことがこれから目指すべき道ではないかと、

今日の議論を通して改めて思いました。 

 そんな中で、具体的な課題も自治体様からはいろいろ出

てきています。例えば探査のときのデータの信頼性の話や

予算の話、それから具体的にどういうふうに対策していった

らいいかというガイドラインがまだ存在しないなど、そういった

話も一つ一つ解決していけるように、これからの戦略会議

の取り組みを実りのあるものにしていけたらいいと思っていま

す。本日は本当にありがとうございました。 

 


